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第102期　第1四半期株主通信
平成２３年２月１日～平成２３年４月３０日

■株主メモ

証 券 コ ード 9681

事 業 年 度 2月1日から翌年1月31日まで

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目８番４号（証券代行事務センター）
　　　　　　 電話  0120－78－2031（フリーダイヤル）

中央三井信託銀行証券代行部
株主名簿管理人 事務取扱所

定時株主総会 4月

基 準 日

定時株主総会・期末配当・株主ご優待　1月31日
中間配当　　　　　　　　　　　 　7月31日
その他必要あるときは、予め公告して臨時に基準
日を定めます。

株主名簿管理人
および特別口座
の口座管理機関

東京都港区芝3丁目33番1号
中央三井信託銀行株式会社

（郵便物送付先）〒168-0063　東京都杉並区和泉2丁目8番4号中央三井信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先）0120-78-2031（フリーダイヤル）

（ホームページアドレス）

http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.html
取次事務は中央三井信託銀行株式会社の全国各
支店ならびに日本証券代行株式会社の本店およ
び全国各支店で行っております。

公 告 の 方 法

電子公告により行います。
ただし、事故その他やむをえない事由によって電
子公告によることができない場合は、日本経済新
聞に掲載する方法により行います。



■株主の皆様へ ■第102期  第１四半期の連結業績
　（平成23年2月1日～平成23年4月30日）

　当第１四半期連結累計期間において、東日本大震災に伴う電
力供給力不足に起因する、東京ドームでのコンサートイベントや
プロ野球の中止及び延期、また東京ドームシティ アトラクション
ズにおける事故による営業休止が大きく影響し、売上高は124
億8千2百万円（前年同四半期比32.6%減）となりました。
　以上の結果、営業損失は△19億4千万円（前年同四半期比
32億3千6百万円の減益）、経常損失は△26億1千2百万円
（前年同四半期比31億8千9百万円の減益）、四半期純損失は
△39億4千9百万円（前年同四半期比39億9千1百万円の減
益）となりました。
　詳細につきましては、当社ウェブサイトのIR情報に掲載の
「平成24年1月期第1四半期決算短信」をご覧ください。

（1）連結経営成績（累計）
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（2）連結財政状態
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％
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　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　平成23年1月30日、東京ドームシティ アトラクションズ内の
「スピニングコースター舞姫」において、お客様の尊いお命を
失ってしまうという重大な事故が発生いたしました。株主の皆様
には多大なご迷惑とご心配をおかけし、信頼を損ねることになり
ましたことを、心からお詫び申し上げます。

　当社は、本年4月28日に、「スピニングコースター舞姫」事故
調査報告書において、事故の原因と再発を防止するための総合
的な対策を公表させていただきました。事故以来「東京ドームシ
ティ アトラクションズ」全体の営業を自粛しておりましたが、本年 
6月1日から全遊戯施設のうち10機種について安全対策を確立
いたしましたので、営業を再開させていただいております。なお、
他の機種につきましても、安全対策を確立いたしましたら営業を
再開させていただきます。

　さて、株主の皆様に当社グループの現況をより深くご理解
いただきたく、従来、年2回発行しておりました「報告書」を年4回
発行とし、名称も「株主通信」へと変更させていただきました。
今回は、平成23年4月30日をもちまして第102期第１四半期
（平成23年2月1日から平成23年4月30日まで）を終了いたしま
したので、ここに第１四半期報告書をお届けし、当社グループの
事業の概況をご報告申し上げます。

平成23年7月

代表取締役会長 代表取締役社長
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